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第 l 章では，多種の新規アミンイミド類がSlagel の方法を利用して，中程度の収率で合成できること
を示している。
第 2 章では，四級窒素と陰性窒素が炭素原子を介して結合するピリジニオ =2-アシルアミド同族体
の合成と，これらがアミンイミド類似の構造ではあるが，双性イオン構造をとりうることを述べている。
























(2) アミンイミドと類似の分子内双性イオン構造をとりうる 1 ーアルキルピリジニオ=2-アシルアミ
ドなどいくつかの両親媒性化合物を合成し，化学構造と界面諸物性ならびに相間移動触媒能との関連
を明らかにしている。
(3) クラウン環を親水基とする，カチオンとの選択的錯形成能をもっ新しい界面活性化合物を合成し，
界面物性を明らかにするとともに，アルキルクラウンエーテル類の種々の部位にアミンイミド基をも
つものが，高い相間移動触媒能を示すことを認めている O
(4) ヒドロキシル基を有するアルキルクラウンエーテルから誘導されるラリアートエーテル類のうち側
鎖末端にカルボキシル基をもつものは，アルカリ金属カチオンの輸送，抽出に効果的であることを認
め，この結果に基づき長鎖脂肪酸とクラウンエーテルを協同担体とする高能率，高選択性の新しいカ
チオン輸送系を開発している。
以上の成果は，界面活性剤の合成ならびに分子設計上重要な知見を与えたもので，有機合成化学，有
機工業化学ならびに界面化学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と五忍める。
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